
ニュース解説　　　自動車部品はドイツから中国へど
のようなルートで輸送されるのだろう。船舶の場合は
スエズ運河経由で約40～50日間を要する。シベリア鉄
道を使った場合、ドイツのライプツィヒ郊外には操車
場に隣接してBMWの工場があり、モスクワを経由し
て中国のシェンヤンにある工場まで１万1000㎞を23日
間で結ぶ。燃料や紅海の治安上の問題からも欧州と東
アジアを結ぶ輸送ルートとして、シベリア鉄道が注目
されており、関係各国による運行に関する評議会も設
置されている。貨物輸送量は年々増加し、2012年は
１億800万tにのぼると予想されている。貨車は２階建
てで、乗用車10台を収容し、30両編成で300台を輸送
する能力をもつ。 （参考：ユーラシア研究所HP）
授業での活用　　　シベリア鉄道に着目することで、
生徒の興味関心を引きだし、地球儀と地図帳を活用し
ながら「世界の地域構成」や「人々の生活と環境」に
関するさまざまな授業実践が可能になる。大陸横断鉄
道に乗って西から東へ旅する旅行者の気分で地理学習
を楽しく進めたい。
１　『中学校社会科地図』（以下、地図帳）の「さくいん」
を使い「ライプツィヒ」と「シェンヤン」の位置を確か
める。同時に『社会科 中学生の地理』（以下、教科書）
p.11、地図帳p.４～６から「地図帳の使い方」を習得する。
２　地球儀上で上記の二つの都市のおおよその位置を
確かめ、ひも（テープ）を用いて地中海―スエズ運河
―マラッカ海峡を通り、黄海に至る海上ルートと、シ
ベリア鉄道を使うルートをたどり、距離を比較する（教
科書p.13）。また、この学習を通して大陸・州と大洋

の位置と名称（教科書p.３）および球体としての世界
をとらえさせる。
３　地図帳p.51～52を用いて、モスクワとヨーロッパ
の国々が鉄道で結ばれていることを知る。モスクワか
ら東へ出発する約１週間の旅行を想定し、車窓からの
景色を地図の色や記号、地名等から思い描くとともに、
服装、持ち物などを考える。
４　ヨーロッパ州とアジア州の境界、ウラル山脈を通
過して「シベリア」に入ることを知る。そこには日本
と姉妹都市提携をしている都市が多くあることに気づ
く。バイカル湖に近くなると、その北側を通るバム鉄
道と分かれる。またシェンヤンに行くには、バイカル
湖の南からウランバートル、ペキンを通るルートと、
バイカル湖の東から中国に入り、ハルビンを通る路線
があることを確かめる。さらに、教科書p.22～25を読
み、シベリアの自然や人々の生活を理解する。
【ちょっと寄り道して・・・】ハバロフスクは、日本
の標準時子午線東経135度とほぼ同じ経度にあること
を確かめる。モスクワは東経35度付近にあることから、
ロシアの国土面積の広さをとらえる（教科書p.８）。
５　教科書p.69を読み、ヨーロッパとアジアにまたが
る国ロシアの特色を理解する。また輸出入のグラフを
読みとり、ロシアの日本からの輸入品の第１位が自動
車、輸出は原油や石炭、天然ガス等で、今後ともシベ
リア鉄道の果たす役割が重要であることを理解する。
◎この学習に際しては、紀行文や旅行ガイドブック、
映像資料等を用意してさらに豊かな学習としたい。
（元全国中学校地理教育研究会会長　宇野　彰人）
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